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はじめに

　神奈川県ではこれまで、松野編（1933）、神奈

川県博物館協会編（1958）、宮代（1958）、神奈

川県植物誌調査会編 , 1988, 2001, 2018）の 6 編の

県単位の植物目録、植物誌が編纂、刊行されてい

る。そのうち、神奈川県植物誌調査会による、県

内を 108 個（あるいは 111 個）の調査区ごとに区

分した証拠標本に基づく植物相調査の成果をま

とめた、『神奈川県植物誌 1988』（神奈川県植物

誌調査会編 , 1988）、『神奈川県植物誌 2001』（神

奈川県植物誌調査会編 , 2001）、『神奈川県植物誌

2018』（神奈川県植物誌調査会編 , 2018）の 3 編

の植物誌は、神奈川県がもっとも詳しく植物相が

把握されている都道府県である証左である。

　また、県内の帰化植物（naturalized plants；近

年ではより一般に理解し易く、センセーショナル

な意図も含んだ alien plants や invader plants が使

用されることも多い）についても、松野（1917）、
出口（1979）があるほか、久内（1950）にも多

くの記述がある。

　田中・勝山（2008）は、神奈川県植物誌調査会

編（1988）および神奈川県植物誌調査会編（2001）
（一部 2007 年までの採集標本を追加）のために

収集された標本データにより神奈川県における

帰化植物の分布の拡大について論じた。本報は、

その後、編纂・刊行された神奈川県植物誌調査会

編（2018）のために収集された標本データを加

え、改めて神奈川県における帰化植物の記録数の

変化について報告したものである。神奈川県植物

誌調査会編（1988）のための調査は、県内最初

の網羅的な植物相調査であり、神奈川県植物誌調

査会編（2001）のための調査は、その補充調査

的な位置づけであった。神奈川県植物誌調査会

編（2018）のための調査は、神奈川県植物誌調

査会編（1988）の調査以来の県内植物相を網羅

的に調査したものであり、神奈川県植物誌調査会

編（1988）のための調査が開始された 1979 年来

の帰化植物の分布状況、記録数の変化を示すこと

が可能になったものである。なお、後述のように、

神奈川県植物誌調査会による植物相調査は、調査

区を基本としたものであるが、ここでは田中・勝

山（2008）同様、神奈川県植物誌調査会編（2001）
以降に導入された、採集位置が基準地域メッシュ

で記録されたデータを用い、累計の記録 3 次メッ

シュ数による記録数の変化に着目した。
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標本データベースを用いた神奈川県における帰化植物の増加率の変遷

Changes in the Extension Rates of Naturalized Plants in Kanagawa Prefecture, 
Japan, Based on Specimen Databases
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Abstract.  Changes in the extension rate of naturalized plants in Kanagawa Prefecture were analyzed 
based on a specimen database.  Changes in extension rates over the survey periods revealed species 
that continued to increase, those that continued to decline, and others.  The trends were similar to those 
revealed in previous studies. However, it was newly revealed that the extension rates for Gamochaeta 
coarctata, Gamochaeta calviceps, and Geranium carolinianum were highest in ‘Flora Kanagawa 
2001’ and subsequently declined thereafter, while the extension rates for Poa trivialis and Tradescan-
tia albifl ora have continued to increase.
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材料および方法

（1）神奈川県植物誌調査会による『神奈川県植物

誌 1988・2001・2018』のための調査

　『神奈川県植物誌 1988』（神奈川県植物誌調査

会編 , 1988；そのための調査も含め以下『神植

誌 88』FK1988 と表記）のための調査は、市町村

区を基本として区分した 108 個の調査区ごとに、

そこに生育する維管束植物相を明らかにするこ

とを目標にし、各調査区において、各種、最低で

も 1 点の標本を作製することとする網羅的なも

ので、組織的な調査期間は 1979 年から 1987 年

であった。『神奈川県植物誌 2001』（神奈川県植

物誌調査会編 , 2001；そのための調査も含め以下

『神植誌 01』FK2001 と表記）のための調査は、『神

植誌 88』の補充調査として位置づけ、一部の地

域を除き、再度の全種の採集を目標とはしなかっ

た。なお、1996 年～ 2000 年に横浜市や川崎市

で区の行政界が変更になったため、調査区を 111
調査区としたもので、組織的な調査期間は 1996
年から 2000 年であった。また、採集した標本の

採集地を基準地域メッシュ（以下 3 次メッシュ

MESH3 と表記；国土地理院発行の 1/25,000 地形

図を 10 × 10 等分にしたメッシュで、約 1 km 四

方の大きさになる）で記録した。調査は 111 個の

調査区単位で実施したため、すべての 3 次メッ

シュでくまなく調査、採集が行なわれたわけでは

ないが、掲載されている分布図には、各植物の

採集地が 3 次メッシュの精度で表示されている。

その際、『神植誌 88』のために採集された標本や

それ以前に採集された標本の採集地については、

地形図などの地図上の地名の表示位置などによ

り、3 次メッシュを補填し、分布図に表示した。

『神奈川県植物誌 2018』（神奈川県植物誌調査会

編 , 2018；そのための調査も含め以下『神植誌

18』FK2018 と表記）のための調査は、調査区に

ついては『神植誌 01』の 111 個の調査区を踏襲し、

『神植誌 88』同様、そこに生育する維管束植物の

全種を明らかにすることを目標にし、各調査区、

各種、最低でも 1 点の標本を作製することとし

た網羅的なもので、組織的な調査期間は 2013 年

から 2017 年までであった（表 1）。

（2）対象とした分類群

　『神植誌 18』では、変種以上の分類群を見出し

とし、雑種や参考種を除いた、在来植物 2,199 分

類群、帰化植物 1,036 分類群、計 3,235 分類群が

掲載されている。本報では、このうち、後述の本

報で解析対象とした標本データのうち、3 次メッ

シュ情報を有する帰化植物 1,011 分類群を扱っ

た。ここで使用した和名、学名は『神植誌 18』
に拠った。

（3）使用したデータ

　本研究に使用したデータベースは、『神植誌

88』のための調査開始以来、『神植誌 01』、『神植

誌 18』の各植物誌に掲載されている分布図作成

のため、神奈川県植物誌調査会会員により神奈川

県内で採集され、県内の協力機関である博物館等

の標本庫に収蔵された標本のデータを基礎とし、

各標本庫に『神植誌 88』の調査開始前から収蔵

されていた標本や新たに寄贈された標本のデー

タも含んでいる。また、神奈川県植物誌調査会

編（2001, 2018）に引用されている県外の標本庫

略称

Abbreviation

採集年代

区分

Collected 
period

植物誌

Flora

組織的な

調査期間

Organized 
Survey 
Period

累計の記録

3 次メッシュ数

Cumulative 
numbers of 

recorded MESH3

増加率

Extension Rates

a『神植誌 88』以前

Before FK1988
1978 年

以前
－

b 『神植誌 88』
FK1988

1979 ～

1987 年

『神奈川県植物誌 1988』
（神奈川県植物誌調査会編 , 

1988）

1979 ～

1987 年

『神植誌 88』の

増加率
=

c 『神植誌 01』
FK2001

1988 ～

2000 年

『神奈川県植物誌 2001』
（神奈川県植物誌調査会編 , 

2001）

1996 ～

2000 年

『神植誌 01』の

増加率
=

d 『神植誌 18』
FK2018

2001 ～

2018 年

『神奈川県植物誌 2018』
（神奈川県植物誌調査会編 , 

2018）

2013 ～

2017 年

『神植誌 18』の

増加率
=

e
『神植誌 88』から

『神植誌 18』の

増加率

=

表 1. 略称と標本の採集年代区分 , 植物誌の組織的な調査期間 , 増加率

Table 1. Abbreviations and specimen collected period, organized survey period for fl ora, extension rate
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に収蔵されている標本のものも加えられている。

このように本データベースには、前述の各植物誌

の調査期間以外の標本も登載されている。各標本

の採集年代は、各植物誌に掲載されている分布

図の分布点を前の植物誌の調査終了後からの期

間に各植物誌の組織的な調査期間を加えて表示

しているため、標本の採集年により、調査開始

以前の 1978 年以前（『神植誌 88』以前：表 1a）
と、1979 ～ 2017 年の期間については、各植物誌

の刊行間隔の 3 期間に区分しており（表１b–d）、
各植物誌のタイトルに基づき、ここでは各期間

を以下のように表記する：『神植誌 88』（1979 ～

1987 年の採集標本；表 1b）、『神植誌 01』（1988
～ 2000 年の採集標本；表 1c）、『神植誌 18』（2001
〜 2017 年の採集標本；表 1d）。なお、このデー

タベースの登載標本は、『神植誌 88』、『神植誌

01』、『神植誌 18』の分担執筆者により、都度同

定が確認されている。

　このデータベースには、当初 521,564 点の標本

データが登録されていたが、和名不詳のものや明

らかに県外産とされる標本、『神植誌 18』で参考

種や雑種とされたもの、該当分類群の分担執筆者

が、植物誌掲載の分布図への反映が不適当な標

本と判断したものなどを除いた 499,607 件の標本

データを使用した。これらの標本データは、同一

の採集地で、同一の採集年月日に、同一採集者に

より採集された標本（いわゆる重複標本）を含み、

それらの重複を除き、単一化すると 412,854 件の

標本データとなった。

　本報では、この 412,854 件の標本データから、

3 次メッシュや採集年の情報が不正確なものを

除いた 387,440 件の標本データを解析に用いた。

この 387,440 件のうち帰化植物の標本データは

70,555 件であった。387,440 件の標本データは、

3 次メッシュ、区分した『神植誌 88』以前、『神

植誌 88』、『神植誌 01』、『神植誌 18』の各調査期

で重複を削除し単一化すると 323,286 件になり、

うち帰化植物の標本データは 60,989 件であった。

また、記録された調査区数の算出には、前出の

412,854 件の標本データから、調査区や採集年の

情報が不正確なものを除いた 394,573 件の標本

データを用いた。このうち帰化植物は 71,748 件

のデータであった。394,573 件の標本データは、

調査区、『神植誌 88』以前、『神植誌 88』、『神植

誌 01』、『神植誌 18』の各採集年代で重複を削除

し単一化すると 228,049 件になり、うち帰化植物

の標本データは 45,863 件であった。

（4）帰化植物の増加率

　『神植誌 88』以前、『神植誌 88』、『神植誌 01』、『神

植誌 18』の 4 期間ごとに、帰化植物の分類群ご

とに採集された標本から累計の記録 3 次メッシュ

数を算出し、この数値より、田中・勝山（2018）
に準じて各帰化植物の増加率 Extension Rate を以

下により求めた。

　今回、増加率を算出する基礎としたのは累計の

記録 3 次メッシュ数のため、記録数には、ある

採集年代に帰化植物が記録された各 3 次メッシュ

の記録数があり、そのそれぞれの記録 3 次メッ

シュが、その後の分布拡大の基になり記録メッ

シュ数が増加したため、e（ネイピア数）を底とし、

各帰化植物の各期間における累計の記録 3 次メッ

シュ数の 100 分の 1 を指数とする冪乗値を比較

に用いた。3 次メッシュ数の実数ではなく、その

100 分の 1 を用いたのは桁数調整のためである。

これにより『神植誌 88』の増加率を表 1b の通り

算出した。同様に『神植誌 01』の増加率を表 1c
の通り、『神植誌 18』の増加率は表１d の通りに

算出した。さらに、『神植誌 88』、『神植誌 01』、『神

植誌 18』の各調査のうち、網羅的な調査であっ

たのは、『神植誌 88』と『神植誌 18』であるため、

網羅的な調査期間間の増加率として、これらを

元に『神植誌 18』〜『神植誌 88』における帰化

植物の増加率（以下『神植誌 88』から『神植誌

18』の増加率と表記）は表１e のように算出した。

　なお、『神植誌 88』の調査開始前の 1978 年以

前は組織的な植物相調査が行われたものではな

いため、『神植誌 88』の増加率については、1978
年以前の採集標本の分類群や採集地のバラツキ

があるため採集標本の有無、数により、過小ある

いは過大に算出される可能性がある。とは言え、

古くから植物相の把握が進められ（松野 , 1933
ほか）、帰化植物の報告（松野編 , 1917）がある

神奈川県においては、当時から分布を拡大してい

た帰化植物は採集機会が一定数は存在し、採集さ

れ、これまでに知られていない帰化植物であれ

ば記録のため採集された可能性が高く、『神植誌

88』の増加率についても、意味あるものと判断

した。

　また、標本のデータベースの性格上、ある植物

が“あった”ことは証明できるが、“なかった”、

“なくなった”ことは証明できない、という課題

がある。本報は、帰化植物の減少という側面より、

記録数の増加という視点での解析であるため、上

記の指標により、ある程度の傾向は解析できると

考える。
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結果および考察

　表 2 に植物の和名、学名、『神植誌 18』におけ

る累計の記録調査区数、『神植誌 18』における累

計の採集標本件数、各植物誌における累計の記録

3 次メッシュ数、各植物誌の増加率、『神植誌 88』
から『神植誌 18』の増加率、各植物誌の増加率

の平均値、各植物誌の増加率の最大値と最小値の

差、各植物誌の増加率の差を、いずれかの値が降

順（数値の大きな順）の上位 10 種に含まれるも

の 43 種を、『神植誌 18』における累計の採集標

本件数の降順に示した。また、各値のセルが赤色

は上位 1 ～ 10 位、黄色は 11 ～ 21 位（各値各値

いずれかが上位 10 位までを示しているのですべ

ては含まれない）の数値である。なお、『神植誌

18』と『神植誌 88』の増加率のセルの水色は下

位の 10 種の数値である（各値いずれかが上位 10
位までを示しているのですべては含まれない）。

（1）記録された調査区数

　『神植誌 01』と『神植誌 18』で使用された 111
個の調査区のうち１調査区は芦ノ湖よりなる調

査区であることから、陸上植物が採集、記録され

る調査区は 110 個である。そのため、109 調査区

で記録されたセイヨウタンポポ、カモガヤは後 1
調査区で、108 調査区で記録されたオニウシノケ

グサ、シロツメクサは後 2 調査区で、全県の調査

区で記録されることとなり、ついでハルジオン、

ヒメジョオン、メマツヨイグサ、タチイヌノフグ

リ、ハキダメギク、アメリカセンダングサが続き

（表 2）、これらの帰化植物が、県内広くに分布を

広げている帰化植物であると言える。図 1 に、記

録調査区数、累計の記録 3 次メッシュ数、採集標

本件数の昇順の順位を、調査区数の順位順に示し

た。セイヨウタンポポやカモガヤ、アメリカセン

ダングサは、記録された調査区数の順位は高いも

のの、累計の記録 3 次メッシュ数や採集標本件数

の順位はそれほど高くない。一方、オニウシノケ

グサ、ハルジオン、ヒメジョオン、タチイヌノフ

グリは、採集標本件数や累計の記録 3 次メッシュ

数の順位も高い。これらのことは、実際に分布地

が多く、複数地点で採集されていると考えられる

が、田中・勝山（2008）でも指摘されているように、

各帰化植物の同定の難易度により、累計の記録

3 次メッシュ数や採集標本件数が影響を受けてい

るのかもしれない。

（2）採集標本件数と累計の記録 3次メッシュ数

　採集された標本件数がもっとも多いのは、セイ

バンモロコシであり、イヌムギ、アリタソウ、コ

センダングサ、ハルジオン、オニウシノケグサ、

コニシキソウ、コマツヨイグサ、コヌカグサ、タ

チイヌノフグリ、オオニシキソウと続く（表 2）。
これらの種は、コヌカグサとオオニシキソウの順

位が入れ替わるのみで、累計の記録 3 次メッシュ

数も多い（表 2）。これらの種はコマツヨイグサ

を除くと、『神植誌 88』の増加率の順位が高いも

ので、アリタソウ、ハルジオン、オニウシノケグ

サは田中・勝山（2008）により、『神植誌 88』で

は高い増加率であったが、その後の増加率が下

降したとされた種である。これらの帰化植物は、

『神植誌 88』時にかなり分布を広げていたもので

あり、アリタソウ、コセンダングサ、ハルジオ

ン、タチイヌノフグリなどは、『神植誌 88』以前

の 1978 年以前の採集標本も他種に比べると多く、

神奈川県において、古くから帰化し、分布が広

がっていた帰化植物である。

（3）『神植誌 88』から『神植誌 18』の増加率と累

計の記録 3次メッシュ数

　図 2 に『神植誌 88』から『神植誌 18』の増加

率が高い 10 種、セイバンモロコシ、イヌムギ、

コニシキソウ、コマツヨイグサ、オオニシキソウ、

オオスズメノカタビラ、ウラジロチチコグサ、タ

チチチコグサ、ユウゲショウ、ミチタネツケバナ

の各植物誌における累計の記録 3 次メッシュ数を

示した。図 2 に示されているように、これらの種

は『神植誌 88』の段階での累計の記録 3 次メッ

シュ数で 3 つの群に分かれる。『神植誌 88』で記

録数が多かったセイバンモロコシ、イヌムギ、コ

ニシキソウ、コマツヨイグサ、オオニシキソウ、

『神植誌 88』で記録数が少なかったオオスズメノ

カタビラ、ウラジロチチコグサ、タチチチコグサ、

特に少ないユウゲショウ、ミチタネツケバナであ

る。後 2 者のうち、ウラジロチチコグサ、タチチ

チコグサ、ユウゲショウ、ミチタネツケバナは、

田中・勝山（2008）で、『神植誌 88』の増加率に

対しその後の調査における増加率が上昇したと

された種である。ここで示した種は『神植誌 88』
から『神植誌 18』の増加率が高い種をあげたも

のであり、前者は『神植誌 18』でも累計の記録

3 次メッシュの数が多いが、後 2 者は、前者より『神

植誌 18』での累計の記録 3 次メッシュ数は少ない。

『神植誌 18』の累計の記録 3 次メッシュ数は、『神

植誌 88』での累計の記録 3 次メッシュ数にその

後記録された 3 次メッシュ数が加わったものであ

るが、オオスズメノカタビラとウラジロチチコグ

サは、『神植誌 88』と『神植誌 01』、『神植誌 18』
で順位の変動がある。両種とも、『神植誌 01』の

増加率は高い順位にあるが、ウラジロチチコグサ
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Cumulative numbers 
of recored MESH3

増加率
Extension Rates

増加率の差
Diff erences

B
efore  FK

1988

F
K

1
9

8
8

F
K

2
0

0
1

F
K

2
0

1
8

F
K

1
9

8
8

F
K

2
0

0
1

F
K

2
0

1
8

From
 FK

2018 to FK
1988

A
v

e
r

a
g

e

F
lu

ctu
atio

n

FK
2001 from

 FK
1988

FK
2018 from

 FK
2001

FK
2018 from

 FK
1988

セイバンモロコシ Sorghum propinquum 90 567 24 180 319 449 3.8 3.0 2.7 13.7 3.1 1.1 -0.7 -0.3 -1.1 
イヌムギ Bromus catharticus 95 561 20 164 315 454 3.2 3.5 3.0 17.2 3.3 0.5 0.3 -0.5 -0.2 
アリタソウ Dysphania ambrosioides 103 531 30 208 320 429 4.9 2.1 2.0 8.1 3.0 3.0 -2.9 -0.1 -3.0 
コセンダングサ Bidens pilosa var. pilosa 102 531 25 183 287 418 3.9 1.8 2.7 9.5 2.8 2.0 -2.0 0.9 -1.1 
ハルジオン Erigeron philadelphicus 107 521 31 192 286 428 4.0 1.6 3.1 9.6 2.9 2.4 -2.4 1.6 -0.9 
オニウシノケグサ Schedonorus arundinacea 108 510 13 191 303 423 4.9 2.1 2.3 9.2 3.1 2.9 -2.9 0.3 -2.6 
コニシキソウ Euphorbia maculata 102 509 19 164 271 412 3.3 1.9 3.1 10.9 2.8 1.3 -1.3 1.2 -0.2 
コマツヨイグサ Oenothera laciniata var. laciniata 91 501 17 145 263 397 2.6 2.3 2.8 11.4 2.6 0.6 -0.3 0.6 0.2 
コヌカグサ Agrostis gigantea 101 500 14 170 289 395 3.8 2.3 1.9 8.5 2.6 1.9 -1.5 -0.4 -1.9 
タチイヌノフグリ Veronica arvensis 104 491 36 175 284 406 3.0 2.0 2.4 9.1 2.5 1.0 -1.0 0.4 -0.6 
オオニシキソウ Euphorbia nutans 101 490 21 145 259 396 2.5 2.1 2.9 11.3 2.5 0.8 -0.3 0.8 0.5 
ヒメジョオン Erigeron annuus 106 487 25 182 266 394 3.8 1.3 2.6 7.3 2.6 2.5 -2.5 1.3 -1.2 
ホソアオゲイトウ Amaranthus hybridus 91 481 21 153 275 382 2.7 2.4 1.9 8.9 2.3 0.8 -0.4 -0.5 -0.8 
メマツヨイグサ Oenothera biennis 106 457 25 184 261 380 3.9 1.2 2.3 6.1 2.5 2.7 -2.7 1.1 -1.6 
チチコグサモドキ Gamochaeta pensylvanica 97 457 8 142 265 369 2.8 2.4 1.8 8.7 2.4 1.0 -0.4 -0.6 -1.0 
ムラサキツメクサ Trifolium pratense 99 456 27 141 243 361 2.1 1.8 2.3 8.0 2.1 0.5 -0.4 0.5 0.1 
ハキダメギク Galinsoga quadriradiata 104 453 22 154 244 368 2.7 1.5 2.5 7.5 2.2 1.3 -1.3 1.0 -0.3 
オオスズメノカタビラ Poa trivialis 98 451 7 76 199 366 1.0 2.4 4.3 17.2 2.6 3.3 1.4 1.9 3.3 
シロツメクサ Trifolium repens 108 451 14 156 244 359 3.1 1.4 2.2 6.6 2.2 1.7 -1.7 0.7 -1.0 
オオイヌノフグリ Veronica persica 102 450 24 165 248 372 3.1 1.3 2.5 6.9 2.3 1.8 -1.8 1.2 -0.6 
オランダミミナグサ Cerastium glomeratum 101 433 27 143 232 340 2.2 1.4 1.9 6.2 1.9 0.8 -0.8 0.5 -0.2 
ウラジロチチコグサ Gamochaeta coarctata 97 424 1 57 237 352 0.8 5.0 2.2 18.1 2.7 4.3 4.3 -2.9 1.4 
アメリカセンダングサ Bidens frondosa 104 424 22 157 246 360 2.9 1.4 2.1 6.6 2.1 1.4 -1.4 0.7 -0.7 
ヨウシュヤマゴボウ Phytolacca amana 99 403 25 131 214 331 1.9 1.3 2.2 6.4 1.8 0.9 -0.6 0.9 0.3 
コメツブツメクサ Trifolium dubium 99 392 5 94 217 336 1.4 2.4 2.3 10.2 2.0 1.0 1.0 -0.1 0.9 
セイヨウタンポポ Taraxacum offi  cinale 109 383 12 128 213 327 2.2 1.3 2.1 6.3 1.9 0.9 -0.9 0.8 -0.1 
ホナガイヌビユ Amaranthus viridis 86 378 26 114 199 303 1.4 1.3 1.8 5.6 1.5 0.5 -0.1 0.5 0.4 
カモガヤ Dactylis glomerata 109 370 21 152 222 330 2.7 1.0 1.9 4.9 1.9 1.7 -1.7 0.9 -0.8 
アメリカフウロ Geranium carolinianum 92 370 9 76 199 311 1.0 2.4 2.1 9.5 1.8 1.5 1.5 -0.4 1.1 
タチチチコグサ Gamochaeta calviceps 85 346 2 42 186 300 0.5 3.2 2.1 12.2 1.9 2.7 2.7 -1.1 1.6 
メリケンガヤツリ Cyperus eragrostis 81 335 1 35 139 256 0.4 1.8 2.2 8.1 1.5 1.8 1.4 0.4 1.8 
コバンソウ Briza maxima 93 332 16 59 167 279 0.5 1.9 2.1 8.0 1.5 1.5 1.4 0.1 1.5 
アメリカタカサブロウ Eclipta alba 92 329 2 57 170 301 0.7 2.1 2.7 10.5 1.8 2.0 1.4 0.6 2.0 
ユウゲショウ Oenothera rosea 94 323 11 136 269 0.1 2.5 2.8 12.2 1.8 2.7 2.4 0.3 2.7 
ミチタネツケバナ Cardamine hirsuta 97 310 3 119 266 0.0 2.2 3.3 12.9 1.9 3.3 2.2 1.2 3.3 
アレチヌスビトハギ Desmodium paniculatum 79 256 1 17 95 208 0.2 1.2 2.1 5.8 1.2 1.9 1.0 0.9 1.9 
イヌカタヒバ Selaginella moellendorffi  i 90 241 4 20 93 203 0.2 1.1 2.0 5.2 1.1 1.8 0.9 0.9 1.8 
オッタチカタバミ Oxalis dillenii 93 237 0 89 199 0.0 1.4 2.0 6.3 1.1 2.0 1.4 0.6 2.0 
ツボミオオバコ Plantago virginica 79 235 2 22 75 182 0.2 0.7 1.9 4.0 0.9 1.7 0.5 1.2 1.7 
マツバウンラン Nuttallanthus canadensis 79 234 1 5 94 202 0.0 1.4 1.9 6.2 1.1 1.9 1.4 0.5 1.9 
トキワツユクサ Tradescantia fl uminensis 86 228 3 30 87 208 0.3 0.8 2.4 4.9 1.1 2.0 0.5 1.6 2.0 
ペラペラヨメナ Erigeron karvinskianus 76 171 3 12 50 149 0.1 0.5 1.7 2.9 0.7 1.6 0.4 1.2 1.6 
ヤセウツボ Orobanche minor 54 134 2 5 22 109 0.0 0.2 1.4 1.8 0.5 1.4 0.2 1.2 1.4 
FK1988: ‘Flora of Kanagawa 1988’ (Flora Kanagawa Association, 1998) and its survey period, FK2001: ‘Flora of Kanagawa 2001’ (Flora 

Kanagawa Association, 2001) and its survey period, and FK2018: ‘Flora of Kanagawa 2018’ (Flora Kanagawa Association, 2018) and its 
survey period.

              : Top 10,                :  Values ranked 11th to 20th among other values within the top 10,                : Values ranked in the bottom 10 
among other values within the top 10.

The values in the table are shown to the fi rst decimal place, but values beyond the second decimal place were also used for determining the 
rankings.

表 2. 記録調査区・採集標本件数・累計の記録 3 次メッシュ数・増加率・増加率の差の上位 10 種の帰化植物

Table 2. The top 10 naturalized plant species with the number of recorded survey areas, numbers of collected specimens, cumulative numbers 
of recorded MESH3, extension rates, and diff erences in extension rate



N. Tanaka14

図 2. 『神植誌 18』の増加率が高い帰化植物 10 種の累計の記録 3 次メッシュ数 .
Fig. 2. Cumulative number of recorded MESH3 for the top 10 naturalized plants showing the highest extension rate in FK2018.

図 1. 記録調査区数の多い 10 種の帰化植物の累計の記録 3 次メッシュ数と採集標本件数における順位 .
Fig. 1. Ranking of cumulative records by MESH3 and number of collected specimens for 10 naturalized plants with the highest number 

of survey areas.
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は『神植誌 18』の増加率の順位は低く、オオス

ズメノカタビラより、記録数の増加が鈍化してい

る。とは言え、この差は、実際に分布が拡大した

ことにより、記録数が増加しているとも考えられ

るが、田中・勝山（2008）が指摘している両種の

同定の難易度の差に起因し、同定が困難なオオス

ズメノカタビラの方が、同定が容易なウラジロチ

チコグサより多く採集された可能性もある。

（4）各植物誌の増加率の平均値

　各植物誌の増加率の平均値がもっとも高いの

はイヌムギであり、セイバンモロコシ、オニウシ

ノケグサ、アリタソウ、ハルジオン、コセンダン

グサ、コニシキソウ、ウラジロチチコグサ、コ

ヌカグサ、オオスズメノカタビラと続く（表 2）。
これらの種の内、ウラジロチチコグサとオオスズ

メノカタビラ以外は採集標本件数、『神植誌 18』
の累計の記録 3 次メッシュ数が上位 10 位内であ

るが、増加率の平均値が高いことから、当然の

帰結であると言える。ウラジロチチコグサとオ

オスメノカタビラが異なるのは、『神植誌 88』の

累計の記録 3 次メッシュ数と『神植誌 88』の増

加率が高くないためである。また、前者に比べ、

後者は『神植誌 88』以前の記録 3 次メッシュ数

も少なく、神奈川県での分布拡大の開始が、『神

植誌 88』後の『神植誌 01』以降の時期であると

考えられる。実際、ウラジロチチコグサの『神植

誌 01』の増加率は、各植物誌、全帰化植物の増

加率中、最大であり、オオスズメノカタビラの

『神植誌 18』の増加率は、全帰化植物の『神植誌

18』の増加率の中で最大である。

（5）増加率の変動が大きな種

　図 3 に表 2 に示した種の中で、各植物誌の増加

率の最大値と最小値の差が大きな 10 種、ウラジロ

チチコグサ、ミチタネツケバナ、オオスズメノカ

タビラ、アリタソウ、オニウシノケグサ、メマツ

ヨイグサ、タチチチコグサ、ユウゲショウ、ヒメジョ

オン、ハルジオンの各植物誌の増加率を示した。

　図 3 から理解されるように、これらの種は、『神

植誌 88』の増加率により、2 群の帰化植物に分

かれる。アリタソウ、オニウシノケグサ、メマツ

ヨイグサ、ヒメジョオン、ハルジオンは『神植誌

88』の増加率が最大であり、この内、アリタソ

ウは増加率が下降し続けている種、オニウシノケ

グサ、メマツヨイグサ、ヒメジョオン、ハルジオ

ンは『神植誌 01』の増加率が最小の種で、これ

らの種は田中・勝山（2008）で『神植誌 88』で

は高い増加率であったが、その後の増加率が下降

したとされた種である。一方、ウラジロチチコグ

サ、ミチタネツケバナ、オオスズメノカタビラ、

タチチコグサ、ユウゲショウは、『神植誌 88』の

図 3. 表 2 に示した種の中で増加率の最大値と最小値の差が大きな 10 種の帰化植物の増加率 .
Fig. 3.  Extension rates for the top 10 naturalized plants showing the largest diff erence between the maximum and minimum extension 

rates among species in Table 2.
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増加率が最小であり、この内、ミチタネツケバナ、

オオスズメノカタビラ、ユウゲショウは増加率が

上昇し続けている種、ウラジロチチコグサ、タチ

チコグサは、『神植誌 01』の増加率が最大の種で、

オオスメノカタビラを除くと、これらの種は、田

中・勝山（2008）で、『神植誌 88』の増加率に対

しその後の増加率が上昇したとされた種である。

（6）増加率の変動が小さな種

　図 4 に表 2 に示した種の中で、各植物誌の増

加率の最大値と最小値の差が小さな 10 種、コメ

ツブツメクサ、ヨウシュヤマゴボウ、セイヨウタ

ンポポ、ホソアオゲイトウ、オオニシキソウ、オ

ランダミミナグサ、コマツヨイグサ、イヌムギ、

ホナガイヌビユ、ムラサキツメクサの各植物誌の

増加率を示した。

　このうち、イヌムギは増加率の平均値がもっと

も高い種であり、各時期の増加率が高く、増加し

続けている帰化植物であると言える。ただ、イ

ヌムギには、類似種のヤクナガイヌムギがあり、

同属のスズメノチャヒキ属 Bromus は、神奈川県

内に多くの種が帰化していることもあり、同定の

確認のため、多くの標本が採集され増加率に影響

している可能性もある。とは言え、スズメノチャ

ヒキ属の中で、もっとも分布を広げていることは

間違いない。

（7）各植物誌の増加率が上昇し続けている種

　各植物誌の増加率が上昇しつづけている種は、

表 2 に示さなかった種も含めると、309 種あるが、

この中には、調査を通じて採集標本件数が 2 件、

『神植誌 18』の累計の記録 3次メッシュ数が 2メッ

シュのものなども含む（以下も同様に標本数や累

計の記録 3 次メッシュ数が少ない例を含む）。表

2 に 示した種では、ミチタネツケバナ、オオス

ズメノカタビラ、ユウゲショウ、トキワツユクサ、

オッタチカタバミ、アメリカタカサブロウ、アレ

チヌスビトハギ、マツバウンラン、イヌカタヒバ、

メリケンガヤツリ、ツボミオオバコ、ペラペラヨ

メナ、コバンソウ、ヤセウツボの 14 種が該当する。

　図 5 に表 2 に示した種の中で、増加率が上昇し

続けている『神植誌 18』と『神植誌 88』の差が

大きい帰化植物 10 種の各植物誌の増加率を示し

た。このうち、ユウゲショウとマツバウンランは、

田中・勝山（2008）で、『神植誌 88』の増加率に

対しその後の増加率が上昇したとされた種であ

るが、図 5 に示されているように、アメリカタカ

サブロウ、メリケンガヤツリとともに、増分率の

上昇は明瞭に鈍化している。一方オオスズメノカ

タビラとトキワツユクサの増加率の上昇量が大

きくなっており、近年、さらに分布を拡大してい

る種だと考えられる。

図 4. 表 2 に示した種の中で増加率の最大値と最小値の差が小さな 10 種の帰化植物の増加率 .
Fig. 4. Extension rates for the top 10 naturalized plants showing the smallest diff erence between the maximum and minimum extension 

rates among species in Table 2.
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（8) 各植物誌の増加率が下降し続けている種

　各植物誌の増加率が下降しつづけている種は、

表 2 に示さなかった種も含めると、59 種あり、

表 2 に示した種では、アリタソウ、コヌカグサ、

セイバンモロコシ、チチコグサモドキ、ホソアオ

ゲイトウの 5 種が該当する。

　図 6 に表 2 に示した種の中で、各植物誌の増

加率が下降し続けている帰化植物の各植物誌に

おける増加率を示した。このうちアリタソウは、

田中・勝山（2008）で、『神植誌 88』では高い増

加率であったが、その後の増加率が下降したとさ

れた種であり、『神植誌 18』の増加率も低いまま

である。

（9）各植物誌の増加率中で『神植誌 88』の増加

率が最大の種

　『神植誌 88』の増加率が最大となる種は、表 2
に示さなかった種も含めると、160 種あり、表 2
に示した種では、アリタソウ、オニウシノケグサ、

ハルジオン、メマツヨイグサ、コセンダングサ、

ヒメジョオン、コヌカグサ、セイバンモロコシ、

コニシキソウ、シロツメクサ、オオイヌノフグリ、

タチイヌノフグリ、アメリカセンダングサ、チチ

コグサモドキ、ホソアオゲイトウ、ハキダメギク、

カモガヤ、オランダミミングサ、セイヨウタン

ポポの 19 種が該当する。このうち、アリタソウ、

コヌカグサ、セイバンモロコシ、チチコグサモド

キ、ホソアオゲイトウは増加率が継続して下降し

ている種で、残りのオニウシノケグサ、ハルジオ

ン、メマツヨイグサ、コセンダングサ、ヒメジョ

オン、コニシキソウ、シロツメクサオオイヌノフ

グリ、タチイヌノフグリ、アメリカセンダングサ、

ハキダメギク、カモガヤ、オランダミミナグサ、

セイヨウタンポポは、『神植誌 01』の増加率が最

小のものである。後者のうち、オニウシノケグサ、

ハルジオン、メマツヨイグサ、ヒメジョオンは、

田中・勝山（2008）で『神植誌 88』では高い増

加率であったが、その後の増加率が下降したとさ

れた種である。

　図 7 に表 2 に示した種の中で『神植誌 88』の

増加率が最大となる『神植誌 88』の増加率の高い

帰化植物 10 種の各植物誌の増加率を示した。図 7
からアリタソウ、コヌカグサ、セイバンモロコシ

の増加率が下降し続けていることが理解される。

（10）各植物誌の増加率中で『神植誌 01』の増加

率が最大の種

　『神植誌 01』の増加率が最大となる種は、表 2
に示さなかった種も含めると、279 種あり、表 2
に示した種では、ウラジロチチコグサ、イヌムギ、

図 5. 表 2 において増加率が上昇し続けている『神植誌 88』と『神植誌 18』の増加率の差が大きい上位 10 種の帰化植物

の増加率 .
Fig. 5. Extension rates for naturalized plants showing a continuous increase in extension rates with the top 10 largest diff erences between 

FK1988 and FK2018 among species in Ttable 2.
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図 7. 表 2 に示した種の中で『神植誌 88』の増加率が最大となる上位 10 種の帰化植物の増加率 .
Fig. 7. Extension rates for the top 10 naturalized plants showing the highest extension rates in FK1988 among species in Table 2.

図 6. 表 2 に示した種の中で増加率が下降し続けている帰化植物の増加率 .
Fig. 6. Extension rates for naturalized plants showing a continuous decline in extension rates among species in Table 2.
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タチチチコグサ、コメツブツメクサ、アメリカフ

ウロの 5 種が該当する。

　図 8 に表 2 に示した種の中で『神植誌 01』の

増加率が最大となる『神植誌 01』の増加率の高

い種の各植物誌の増加率を示した。この中で、イ

ヌムギは各植物誌での増加率はそれほど変わら

ない。他の 4 種は、『神植誌 88』と『神植誌 18』
の増加率は比較的等しいが、『神植誌 01』の増加

率には差が大きく、ウラジロチチコグサの『神植

誌 01』の増加率が特に高い。前述のように、ウ

ラジロチチコグサの『神植誌 01』の増加率は、

各植物誌、全帰化植物の増加率中、最大であり、

神奈川県全体で、各植物誌の調査期間を通じて、

『神植誌 01』でのウラジロチチコグサがもっとも

分布を広げた帰化植物であると言える。ウラジロ

チチコグサは『神植誌 88』の調査で記録されて

はいたものの、『神植誌 01』の調査時に急激に分

布を広げ、『神植誌 01』は補充的な調査ではあっ

たものの、『神植誌 01』調査当時、目につき始め

た帰化植物の標本が、急激に採集されたと考えら

れる。

（11）各植物誌の増加率中で『神植誌 01』の増加

率が最小の種

　『神植誌 01』の増加率が最小となる種は、表 2
に示さなかった種も含めると、150 種あり、表 2
に示した種では、コマツヨイグサ、オオニシキソ

ウ、オニウシノケグサ、タチイヌノフグリ、コニ

シキソウ、コセンダングサ、ムラサキツメクサ、

ハルジオン、ハキダメギク、アメリカセンダング

サ、オランダミミナグサ、シロツメクサ、ホナガ

イヌビユ、セイヨウタンポポ、ヒメジョオン、ヨ

ウシュヤマゴボウ、オオイヌノフグリ、メマツヨ

イグサ、カモガヤの 19 種が該当する。

　図 9 に表 2 に示した種の中で『神植誌 01』の

増加率が最小となる『神植誌 01』の増加率の高

い 10 種の各植物誌の増加率を示した。これらの

種のコマツヨイグサ、オオニシキソウ、ムラサキ

ツメクサは、『神植誌 88』より『神植誌 18』の

増加率が高いが、他の、オニウシノケグサ、タチ

イヌノフグリ、コニシキソウ、コセンダングサ、

ハルジオン、ハキダメギク、アメリカセンダング

サは『神植誌 88』の増加率が高く、『神植誌 18』
の増加率の方が低い。このうちオニウシノケグ

サ、ハルジオンは、前述のように田中・勝山（2008）
で『神植誌 88』では高い増加率であったが、そ

の後の増加率が下降したとされた種である。こ

れらも含め、後者の種は、網羅的な調査である 2
つの植物誌調査の増加率を比較すると、『神植誌

88』の増加率が高く、『神植誌 18』の増加率が低く、

『神植誌 88』の際に、すでに県内広くに分布して

いた帰化植物が、県内最初の網羅的調査により、

一挙に採集、記録されたが、『神植誌 01』の際に

は、補充調査としての位置づけのため、それほど

図 8. 表 2 に示した種の中で『神植誌 01』の増加率が最大となる帰化植物の増加率 .
Fig. 8. Extension rates for naturalized plants showing the highest extension rates in FK2001 among species in Table 2.
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採集されず、網羅的な調査であった『神植誌 18』
時にも特に顕著に県内での分布が拡大していな

いと考えられる。一方、前者のコマツヨイグサ

やオオニシキソウ、ムラサキツメクサは、『神植

誌 18』の増加率の方が高かったことから（ムラ

サキツメクサの差は小さい）、これらの種は、『神

植誌 88』より『神植誌 18』の際に分布を拡大し、

記録数が増加した種であると言える。

（12）各植物誌の増加率中で『神植誌 18』の増加

率が最大の種

　『神植誌 18』の増加率が最大となる種は、表 2
に示さなかった種も含めると、572 種あり、表 2
に示した種では、オオスズメノカタビラ、ミチタ

ネツケバナ、オオニシキソウ、コマツヨイグサ、

ユウゲショウ、アメリカタカサブロウ、トキワツ

ユクサ、ムラサキツメクサ、メリケンガヤツリ、

ヨウシュヤマゴボウ、アレチヌスビトハギ、コバ

ンソウ、オッタチカタバミ、イヌカタヒバ、マツ

バウンラン、ツボミオオバコ、ホナガイヌビユ、

ペラペラヨメナ、ヤセウツボの 19 種が該当する。

　図 10 に表 2 に示した種の中で『神植誌 18』の

増加率が最大となる『神植誌 18』の増加率の高い

10 種の各植物誌の増加率を示した。このうち、オ

オニシキソウとコマツヨイグサ、ムラサキツメク

サ、ヨウシュヤマゴボウは、『神植誌 88』の増加

率もかなり高く、『神植誌 01』の増加率は他より

低いものであるが、差は小さく、『神植誌 18』の

増加率も高い。前述のように、アメリカタカサブ

ロウ、メリケンガヤツリは、各植物誌の増加率の

上昇は明確に鈍化しているが、オオスズメノカタ

ビラやミチタネツケバナ、ユウゲショウ、トキワ

ツユクサの増加率の上昇量は大きくなっている。

（13）田中・勝山（2008）で取りあげた種のその後

　前項まで、田中・勝山（2008）の記述との比

較について示したものもあるが、ここでは、田中・

勝山（2008）の結果を主体として、『神植誌 18』
も含めた増加率のその後の変化をまとめた。

　田中・勝山（2008）で、『神植誌 88』以降の増

加率が上昇しているものとされたもののうち、ウ

ラジロチチコグサ、タチチチコグサ、アメリカフ

ウロは、『神植誌 01』の増加率が最大であり、『神

植誌 18』の増加率は『神植誌 01』より下降して

いるが、ミチタネツケバナやユウゲショウ、マツ

バウンラン、オッタチカタバミ、メリケンガヤ

ツリは、『神植誌 18』の増加率も高く、引き続き

増加率が上昇しており、田中・勝山（2008）で、

増加率の変化については取り上げられていない

オオスズメノカタビラは、『神植誌 88』以降の増

加率が高かったものであるが、『神植誌 18』の増

加率が特に高く、増加率は継続して上昇してい

る。また、田中・勝山（2008）では取り上げら

れていないが、トキワツユクサの増加率も上昇し

図 9. 表 2 に示した種の中で、『神植誌 01』の増加率が最小となる下位 10 種の帰化植物の増加率 .
Fig. 9. Extension rates for the top 10 naturalized plants showing the lowest extension ratea in FK2001 among species in Table 2.
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続けている。

　田中・勝山（2008）で、『神植誌 88』の増加率

が高く、その後の増加率が下降しているとされた

もののうち、アリタソウ、コヌカグサは、『神植

誌 18』の増加率も低く、下降し続けている。オ

ニウシノケグサ、メマツヨイグサ、ハルジオン、

シロツメクサは、『神植誌 01』の増加率がもっと

も低いが、『神植誌 18』の増加率は『神植誌 88』
の増加率よりは低い。これらの植物は、『神植誌

88』の調査時には十分分布を広げており初めて

の網羅的な調査であった『神植誌 88』で高い増

加率を示したものの、その後の増加率は下降した

もので、その傾向は変わっていないと言える。

おわりに

　『神植誌 88』と『神植誌 01』の増加率に、『神

植誌 18』の増加率を加え、神奈川県内での帰化

植物の記録数の変化について検討した結果、『神

植誌 01』に一部 2007 年に採集された標本まで加

えた田中・勝山（2008）で『神植誌 88』で増加

率が高く、その後の増加率が下降したとされたも

のは、『神植誌 18』でもほぼ同様の傾向であった。

　田中・勝山（2008）で『神植誌 88』の後、急

激に増加率が上昇したとされたもののうち、ウラ

ジロチチコグサ、タチチチコグサ、アメリカフ

ウロは『神植誌 01』の増加率が最大であり、『神

植誌 18』の増加率は下降していた。ミチタネツ

ケバナやユウゲショウ、マツバウンラン、オッタ

チカタバミ、メリケンガヤツリは、『神植誌 18』
の増加率が『神植誌 01』より下降しているもの

の、『神植誌 18』の増加率も高く、引き続き増加

率が上昇していた。また、田中・勝山（2008）で、

増加率の変化については取り上げられていない

オオスズメノカタビラは、『神植誌 88』以降の増

加率が高かったものであるが、『神植誌 18』の増

加率が特に高く、増加率は継続して上昇してお

り、田中・勝山（2008）では取り上げられてい

ないトキワツユクサも増加率が継続して上昇し

ている。
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Fig. 10. Extension rates for the top 10 naturalized plants showing the highest extension rates in FK2018 among species in Table 2.
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